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Chapter11　メディア・リテラシー論考（１）　コマーシャリズムの問題点
1. 「スキャンニング・テレビジョン」より
 (1)コカコーラ化された世界：

　　「コカコーラに対して抱く感情やコカコーラとの関係は、コカコーラ社にとって重要である。多くのコカコーラのコマーシャル（ＣＭ）は、私たちの感情に訴えるように作られている。コカコーラ社はアトランタの本社に「The World of Coca-Cpla」という博物館を建設した。（中略）博物館ではさまざまな技術と展示品をつく会って、訪れた人がコカコーラに肯定的な感情を持つようにしている。」
(2)ポップ商品コネクション（ポップカルチャーとＣＭとの融合：癒着）:
(3)スーパーモデルがやきもちをやくと･･･：

　　「イギリスのボクソール社の車のコマーシャル（ＣＭ）では広告されている車の申し分のない美しさが、スーパーモデルたちの美しさを脅かしているので、彼女たちはその車を攻撃している。インタビューは、この広告の製作会社、イギリスのテレビ規律機関、そして女性を否定的に描いているとして広告に抗議している女性グループの各代表者に対して行われている。（中略）イメージのたくみな使い方が議論を呼んでいる好例といえ、さらなる議論が可能である。」

　　スキャニング・テレビジョン日本版ﾃｨｰﾁﾝｸﾞｶﾞｲﾄﾞ（原作：ﾆｰﾙ･ｱﾝﾀﾞｰｾﾝほか。日本語版監修・監訳：鈴木みどり。ｲﾒｰｼﾞｻｲｴﾝｽ制作・販売）
2. メディア・リテラシーの３つの能力
1. メディアを使える能力　メディア機器を使って情報を取り出す能力

2. メディアを読解し洞察する能力　メディアを批評的に読み解く主体性・教養

3. メディアで表現する能力　メディアを利用して事象を観察したり伝達したり自己表現する能力

3.メディア・リテラシーの7つの目標

1. メディアが現実を構成するやり方を解読するのに必要な技能、知識、態度を育成する。

2. これらの構成物とその広く浸透している価値観の社会的、文化的、政治的、経済的意味の意識化を促進する。

3. メディアの評価と芸術的理解を深める。

4. メディアに包含されている文化的営み、価値観、理念を確認に、検証するためにメディア作品を解読する。

5. メディア作品をつくるために使われる多様なテクニックを確認し、解釈し、経験する。

6. メディア作品を構成する人たちはさまざまな動機、支配、緊張などに従属していることを認識する。それらは経済的、政治的、組織的、技術的、社会的、文化的要素を持っている。

7. 誰もがメディア・テクストを検証するさいには選択的で、推論的なプロセスをたどることを認識する。このプロセスとそこから得られる意味は心理的、社会的、文化的、そして環境的な要素に依存している。

『メディア・リテラシー：マスメディアを読みとく』オンタリオ州教育省編　リベルタ出版　1992年

4.メディア・リテラシーの８つの基本的な概念

1. メディアはすべて構成されたものである。　　        2.メディアは現実を構成する。
3. オーディエンスがメディアから意味を読み取る。　　  4.メディアは商業的意味をもつ。

5. メディアはものの考え方(イデオロギー)と価値観を伝えている。

6. メディアは社会的・政治的意味を持つ。　          7.メディアの様式と内容は密接に関連している。　
8. メディアはそれぞれ独自の芸術様式をもっている。

『メディア・リテラシー：マスメディアを読みとく』オンタリオ州教育省編　リベルタ出版　1992年

5.レン・マスターマン「メディア・リテラシーの18の基本原則」より
3. メディア・リテラシーは生涯を通した学習過程である。ゆえに、学ぶ者が強い動機を獲得することがその主要な目的である。

7. メディア・リテラシーの基本概念（キーコンセプト）は、分析のためのツールであって、学習内容そのものを示しているのではない。

12. メディア・リテラシーはその探究を討論によるのではなく、対話によって遂行する 。

レン・マスターマン「メディア・リテラシーの１８の基本原則」Len Masterman, "Media Education : Eighteen Basic Principles", MEDIACY, vol.17,No.3, Association for Media Literacy, 1995.
